
国連安全保障理事会決議 1325 号国内行動計画への市民社会からの提言策定ワークショップ 

 

 日本政府は、女性と平和・安全保障を関連づけた国連安保理決議として最も重要な1325号の国別行動計画

（National Action Plan: NAP）日本版の策定を行うことを、2013年3月に発表しました。年内の完成を目指し、現在外務

省を中心に作業が行われています。 

 同NAPは、すでに世界41カ国（アフリカ11カ国、アジアではフィリピンとネパール）で策定されており、日本版NAPは、

平和協力をはじめとする日本の開発援助や、安全保障政策の影響を受ける国内の女性たちにも関わるものとして、

長年にわたり、市民団体より策定の働きかけがなされてきました。日本政府にとっては、国連安全保障理事会決議

の実行という国際社会へのコミットメントを示すものであり、国際協力NGOにとっては、現場のニーズを反映させた事

業を実施するための有効なツールとなります。日本版1325NAPには、紛争地域で実施される援助事業に1325号決

議を反映させることが求められていること、またODA供与国において1325号NAP策定プロセスや策定後のモニタリン

グを支援するニーズがあることから、ODA政策の一環としても日本の1325NAPの策定は重要です。 

 同決議の採択に大きな役割を果たしたアンワラル・チョウドリー氏の来日に合わせ、日本版 NAP に含めるべき点を

市民社会から提案するためのワークショップを開催します。活動国ですでに1325NAPに関わってこられた方には、紛

争の予防・解決・復興支援にジェンダーの視点をいかに取り入れたか、経験を共有していただきたいと思います。同

決議の国内での活用について関心のある方、これから学びたいという方もぜひご参加ください。 

 

【日 時】  2013 年 8 月 13 日（火）13：30-17：00 

【プログラム】  

13：00  開場・受付 

13：30－14:00 趣旨説明   

    アジア女性資料センター理事・運営委員／文京学院大学教員 田中雅子 

14：00－14：30   講演 「国際協力 NGO にとっての国連安保理決議 1325 号国内行動計画策定の意義」 

    元 国連安全保障理事会議長 アンワラル・チョウドリー 

14：30－15：30 質疑応答 および 参加者より他国での経験の共有 

15：30－15：45    休憩 

15：45－16：30     市民社会からの提言骨子作成 

16：30－17：00    まとめ 

【場 所】 渋谷女性センター・アイリス会議室 （渋谷駅より徒歩 5 分） 

 東京都渋谷区桜丘町 23 番 21 号 渋谷区文化総合センター大和田 8 階 

 http://www.shibu-cul.jp/access.html 

 TEL：03－3464－3395 

【参加費】 資料代 1000 円＋チョウドリー氏招聘カンパ 1000 円  

＊チョウドリー氏は日 本軍「慰 安 婦」問 題 解 決 全国 行 動 の招聘で「8 月 14 日を国連記念日にしよう！」キャンペ

ーンのために来日します。この招聘事業は市民のカンパによって賄われています。ぜひご協力をお願いします。 

【共催】 アジア女性資料センター（AJWRC）／ジュマ・ネット （＊共催・協力団体は募集中です） 

【定員】 20 名 

【申込】 7 月 30 日までに①団体名、②氏名、③メールアドレスをお書き添えの上、ajwrc@ajwrc.org までお申込みくだ 

さい。当日までに資料をお送りすることがありますので、添付メールの受信が可能なアドレスをお知らせください。 

【問い合わせ】 アジア女性資料センター TEL：03－3780－5245   メールアドレス：ajwrc@ajwrc.org 


